TOSHIBA 

【• • dynabook アシストシート 


dynabook SS シリーズ 



ミ3デスクトツプ画面とパソコンの終了 
〇デスクトツプ画面- 


-ポインタ 

タッチパッドやマウスで操作する位置を 
示します。パソコンび作業している間は 
〇(輪）の形にな0ます。 


アイコン- 

ファイルやアプ U ケーシヨン 
などを絵で表したものです。 

ダブルク U ックで起動します。 



ダブルクリックとは 

タッチパッドやマウスの 
左ボタンをすばやく 2回 
押すこと 



(表示例) 


タスクバ- 

起動中のアプ IJ ケーシヨンをボタン状に表示します。 
ク U ックで切り替えます。 


通知領域- 

PC カードの挿入やネットワークの接続など、 
パソコンの状態を示します。 


〇[スタート]メニユ ー 

[スタート]ボタンをク U ックすると下の画面び表示されます。 


IME ツールバ- 

文字の入力方式を選択でさます。 


戸を イシターみット 
Internet Explorer 


© 

¥ 


雷子ィール 

M に rosoft Office Outlook 


ウエルカム t ンター 


a Windows Media Player 
Windows フォトギでラリ 
Windows Live Messenger ダウンロード 
み邵 Windows カレンダー 

勇 


Windows ミーテイングスぺース 



ネットワーク 


保巧したファイルなどを 
開くとさにク IJ ックします。 


J クリックとは 

タッチパッドやマウスの左ボタンを 
I ] 回押すこと 


〇パソコンの按了 

パソコンの使用を中断するときにク IJ ックし、 
パソコンをス IJ ープにします。 

XU —プ機能の詳細については、 

『準備しよラ』を参照してください。 



数曰_1^(上パソコンを使わないときは、 
電源を切ってください。 

電源を切るち法は、『準備しよう』を参照 
してください。 


アプ IJ ケーシヨンを起動するときにク IJ ックします。 


最近使ったアプ U ケーシヨンび表示されます。 































































































巧 夕字の入力と削除 




〇入力ずる义をを切り替える 

[^7^ キーを押ず 直接入力 日本語入力 

押すごとに IME ッールバーび直接入力と キーボード刻印のアルフ アベツ トを入カ キーボードからの入力を曰本語に変換 

(表示例） 


日本語入力に切り替わります。 


国邮ホす 


〇文き:を入力ずる 

1. 読み（例：回国圆面）を入力ずる 

2. 1 Space ) (スぺース）キーを押ず 

漢字に変換されます。 


花 

演 

鼻 

華 

はな 

端 

墙 

A ナ 

♦単漢字... 


1度で目的の漢字に変換され 
なかった場合は、をラ]度 
キーを巧すと候補 
の一覧び表示されます。 

を pace] またはののキーで 
選択してください。 


3. I Enter I (エン タ ー ） キ ー を J 甲ず 


〇文字を削除ずる 

【カーソルの左側の文字を削除ずるとき】 

「Backspace j (バックスぺース)キーを押す 

【カーソルのち側の文字を削除ずるとさ】 

を el 〕 （デ U — 卜）キーを押す 




記号のなかには読みを入力して 〔 Space] キーを押すと変換でさる 


ちのちあります。 


記号 

読み 

干 

ゆ 5 びん 

々 II 

おなじ 

ヶ 

け 

X 

ばつ/かける 

手 

わる 

①②③ 

いち、に、さん 

I □ の 


記号 

読み 

〜 

から 

©◎参 

まる 


しか< 


ほし 


こめ 

t i トー 

やじるし 

[]()) rj 

かっこ 


/ 


詳しい操作は… 


文字の入力やインターネット、メールの使い 
かたなどの基本操作は、『できる dynabook 』 

で紹介しています。 [1 

デスクトップ上の [； できる dynabook ] 


耐巧 JUt ぺなヴ 5 
操巧ぴ争べる 



をクリック 



グ ローマを入力一質表 


态 

い 

ラ 

无 

お 


a 

i 

U 

e 

0 


か 

さ 

< 

け 

こ 


ka 

ki 

ku 

ke 

ko 


さ 

し 

す 

せ 

そ 


sa 

si 

SU 

se 

so 


た 

ち 

〇 

て 

と 


ta 

ti 

tu 

te 

to 


な 

に 

め 

ね 

の 


na 

ni 

nu 

ne 

no 


は 

ひ 

ふ 

へ 

ほ 


ha 

hi 

hu 

he 

ho 


ま 

み 

む 

め 

ち 


ma 

mi 

mu 

me 

mo 


や 


ゆ 


ぶ 


ya 


yu 


yo 


ら 

D 

る 

れ 

ろ 


ra 

ri 

「U 

re 

「0 


わ 

ゐ 

ヴ 

を 

を 

ん 

wa 

wi《i 

vu《] 

W 目※1 

W 0 

nn/ が 2 


L 


び 

ざ 

ぐ 

げ 

ご 

ga 

gi 

gu 

ge 

呂〇 

ざ 

じ 

ず 

ぜ 

ぞ 

za 

ji 

ZU 

ze 

Z 0 

だ 

ぢ 

づ 

で 

ど 

da 

di 

du 

de 

do 

ば 

び 

ぶ 

ベ 

ぼ 

ba 

bi 

bu 

be 

bo 

ぱ 

ぴ 

ぷ 

ぺ 

ぽ 

pa 

pi 

PU 

pe 

P 0 


■ルさいで字 


お 

い 

う 

を 

お 

la 

M 

lu 

le 

1 〇 



〇 





1 化 ※3 



や 


ゆ 


ぶ 

lya 


lyu 


lyo 


キーボードで入力した後、変換してください。 

《2 n に続けてテ音化、 S、t、n など）び入力されると「ん」 
になります。 

《3通常は後ろのテ音を2つ続けて入力します。 

例「いった」 -Htta 





























































































































キーボー ド 




〇キーボード図 

フアンクシヨンキー 
半/全く漢字 >キ 


ニューメ U ックモード 

Numeric Mode LED 

ア□-モード 

Arrow Mode LED 


プI」ントスク u —ンシステムリクエスト 

P け Sc く SysRq > キー 

ポーズ ブレイク 

「Pause く 巨 reak > キー 

イ ンヴート 


エスケープ 

Esc 幸 


キヤプス□ツク 

Caps Lock - 
LED 


Tab キ- 

キャプス □ック 

Caps Lock - 
英数キー 

訊 ift キ- 


つント□—ル 

Ctrl キ- 


(PrtSc 1 

1 SysRqJ 

[Pause 1 

[Break] 

[insj 

"Del Il1 


デ1」ート 

■ Del キー 


バックスペース 

■Backspace 

キ- 



ウイ ン ドウズ キー 


オルト 

Alt キー 


—— 

アプ IJ ケーシヨ ン キー 


変換キ- I — カタカナひらがなく □-マ字 > キー 

* キーについては、《おたすけナビ（検熱： Windows キーを使用したショートカットキーについて/特殊機能キー》を参照してください。 


〇 固 キーを巧った特巧機能キー 


キー 

内容 

固 +(^ 

スピーカのミュート（消音） 

回 +[ Space ! 

本体液晶ディスプレイの解像度切り替え 

固ホ abl 

ドライブの電源オン/オフ機能 

固 + 回 

インスタントセキュリティ機能 

固 + 圖 

電源プランの設定 

固 + 圖 

スリープ機能の実行 

固 + 固 

休止状態の実行 

固 + 固 

表示装置の切り替え 

固+画 

本体液晶ディスプレイの輝度を下げる 

固 + 固 

本体液晶ディスプレイの輝度を上げる 

固 + 圖 

無線 LAN オン/オフ機能 


キー 

内容 

固 + 國 

タッチパッドオン/オフ機能 

固 + 画 

オーバレイ機能（ア□一状態） 

固 + 回 

オーバレイ機能（数字□ックが態） 

固 + 画 

スク□ール□ック状態 

固+の 

前のページに移動 

固+の 

次のページに移動 

固 + 曰 

行または文書の最初に移動 

固 + 百 

行または文書の最後に移動 

固+の 

画面やアイコンなどの 縮 ル 

固 + 固 

画面やアイコンなどの拡大 


* 詳しくは、《おたすけナビ（検索）： [Fn] キーを使った特殊機能キー》を参照してください。 


〇キーシフトインジケータの切り替え 


各インジケータの役割と切り替え方法は、次のとおりです。それぞれの状態びオンになっているとき、 LED び点灯します。 


キーシフトインジケータ 

切り替えキー 

文字入力の状態 

Caps Lock LED 

( shift ] + [caps Lock 英数） 

文字キーで英字の大夕字が入力でさる（大文字□ック状態） 

Arrow Mode LED 

固 + 画 

オーバレイキーで、キーの前面左側に印刷されたカーソル制御がでさる 
(ア□一状態） 

Numeric Mode LED 

固 + 回 

オーバレイキーで、キーの前面ち側に印刷された数字などの文字入力が 
でさる（数字□ック状態） 


解除するには、切り替えキーををう]度押して LED を消好します。すべてのキーを大文字□ック状態で使用する場合は、ア□一状態と数字□ック状態は解除して 
ください。 






































































































































































































































































































































































































































3 ウインドウの操作 




〇移動ずる 


ポインタをウィンドウの上のほうにあわせ、 
ドラッグアンドド□ップします。 


〇大まさを変える 

ポインタを境界線にあわ 
せ、 J 仁^ \ の形に 
変わったら、ドラッグア 
ンドド□ップします。 


ドラッグアンド 
ド□ップとは 

■タッチ パッドの場合 

左ボタンを押したまま 
別の指をタッチパッド 
上で動かし、目的の位 
置で指をはなすこと 

■マウスの 場合 

左ボタンを押したまま 
マウスを動かし、目的の 
位置で指をはなすこと 


， ) 「扛 I ► dynabook v トキユメント i 


おちに乂〇リンク 
P ドキュメント 
E ピクチサ 
のミユージック 
盛最近のをを 
C おを 

パブリック 


名前 




2 個の項目 


rO 最小化ずる/最大化ずる/閉じる 

(最小化)タスクバーにタイトルのみ表示します。 

EM 3( 最大化) デスクトップ画面全体に表示します。 

1 S のとをは、元のサイズに戻ります。 
四 (閉じる)…………画面を開じるまたはアプ IJ ケーシヨンを 
終了します。 


因朽ま 



二© 


- て〇スクロールずる 

囚ボタンや因ボタン 
をク IJ ックします。 


3 フオルダを作る/ コピーす る 

ここでは[ドキュメント]に新しいフオルダを作る方法と、[ドキュメント]のフオルダのコピーのやりかたを説明します。 


〇フオルダを作る 

1. [スタート]ボタン（な）一 
[ドキュメント]をクリック 

2. 禮理一[新しいフオルタ']をクリック 



がしいフ 7 U レジ 
切り取り 


コピー 


□ がりかけ 


3. フォルダ名を入力 


軒しい：?ザ切 


4. を nterl キーを押ず 


みホ ] PRINTED WITH 

睽 ] SOYINK 


〇フォルダをコピーずる 

1. [スタート]ボタン（@)一 
[ドキュメント]をクリック 


2. コピーずるフオルダをクリック 

3. [整理]一[コピー]をクリック 



4. コピー先のフオルダを開く 

5. [整理]一[貼り付け]をクリック 



© 心 H1 

r ► dynabook ► ドキユ ;>^ ント ► 

_ 1 L 心 — 1 



f しいフオ J 似 

0り取り 
] ドー 


□ 貼りかけ I 

I 7L ! こ房 g 

* アシストシートで使用している画面は、ご利用のモデルや搭載されている 
システムの種類により、実際の表示とは異なる場合びあります。 


本書は植物性大豆油インキを使用しております。本書は再生紙を使用しております。 
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